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農業委員になったきっかけ

1 祖父母が農家（長野県）

2 農業支援をする弁護士（農地法関連の執筆、研修、講演など）

3 農地が農地でなくなるときに相談を受ける（相続 で売却、 転用、荒廃農地など ）

4 生きている農地を守りたかった

5 地元信用金庫・地元商工会議所での縁から農業委員の公募に応募



農業委員になったときに気を配ったこと

実践 01

実践 02

実践 03

総会には早く行く、大きな声で明るく挨拶 （目を合わせてくれない先輩委員）

知っていることは惜しみなく伝える

知らないことは恥ずかしがらず教えを乞う



農業委員をやって思ったこと

「 女性ならでは 」 を強制されない、

「 私ならでは」は沢山 やった
「弁護士だから」は特にない、

みんなの得意を寄せ集め

ヨソモノだからこその中立性、

知らないからこその新鮮さ
「農業委員は身内・知合いに

贔屓をする」という噂の真相

気づき 01 気づき 02

気づき 03 気づき 04



伝えたいこと

日々の経験・歩み

これまでの不安

現場での悩み

子育てや介護の経験、

ご近所やPTAなどの付き合い
全て強み

外に（人前に）出たことがない スポットライトを浴びるときが来た

私の話を聞いてくれない

議題をよく読んで準備、

質問・結論の次に理由



最後に

現地調査は面白すぎる！

中立委員こそ現地調査へ！


